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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績の改善が進み景気は緩やかな回復基調

となりましたが、個人消費につきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により、慎

重な購買姿勢が続いております。

このような環境の中、当社グループの主たる事業分野であります百貨店業界におきましては、３月

は、高額品を中心に駆け込み需要の影響で好調に推移しましたが、増税後はその反動により不安定な

推移となりました。

こうした状況下、当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、58億８千８百万円（前年

同期比95.6％）となり、営業利益は４千９百万円（前年同期比47.4％）、経常利益は７百万円（前年

同期比7.0％）となりました。また、固定資産除却損等１千５百万円を特別損失として計上いたしま

した結果、当第１四半期連結累計期間の四半期純損失は１千１百万円（前年同期は６千万円の四半期

純利益）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

[百貨店業]

百貨店業におきましては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要に対応するべく、高額商品を中心

に新規企画、イベント等を開催してまいりました。また、その後の反動に向けて、新規物産展の開催

や販促イベントを積極的に展開するなど集客力の向上に取り組んでまいりましたが、ヤング・ニュー

キャリアゾーンを中心とした主力の衣料品の不振と、駆け込み需要の反動の影響により、百貨店業の

売上高は52億４千５百万円（前年同期比95.8％）となりました。利益面につきましても、営業利益１

千１百万円（前年同期比24.1％）という結果となりました。

[不動産賃貸業]

不動産賃貸業におきましては、空室率の改善に取り組みましたが、売上高は４億１千９百万円（前

年同期比97.7％）、営業利益は１億３千３百万円（前年同期比87.5％）となりました。

[その他]

その他の事業におきましては、運送業、清掃業及び百貨店店舗内において友の会事業を運営してお

り、売上高は２億２千３百万円（前年同期比88.8％）、営業損失は１千３百万円（前年同期は営業損

失３百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ５千３百万円減少し、457億６

千万円となりました。これは流動資産が９千６百万円増加し、固定資産が１億４千８百万円減少した

ことなどによります。流動資産の増加については、現金及び預金が３千７百万円増加したことなどに

より、固定資産の減少については、減価償却等により建物及び構築物が１億２千６百万円減少したこ

となどによります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ４千３百万円減少し、253億

７千６百万円となりました。これは流動負債が２億４千２百万円減少し、固定負債が１億９千９百万

円増加したことによります。流動負債の減少については、短期借入金が５億円減少し１年内返済予定

の長期借入金が２億７千４百万円増加したことなどによります。固定負債の増加については、長期借

入金が２億３千１百万円増加したことなどによります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１千万円減少し、203億８

千３百万円となりました。これは、四半期純損失１千１百万円により利益剰余金が同額減少したこと

などによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想に関しましては、平成26年４月10日に公表いたしました「平成26年２月期決算短信」より

変更はありません。

２.サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,233 1,270

受取手形及び売掛金 432 422

商品 398 394

その他 602 676

貸倒引当金 △7 △7

流動資産合計 2,660 2,757

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,244 8,117

土地 30,433 30,433

その他（純額） 276 277

有形固定資産合計 38,954 38,828

無形固定資産

のれん 1,258 1,238

その他 82 78

無形固定資産合計 1,340 1,316

投資その他の資産

投資有価証券 2,486 2,494

その他 356 349

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 2,842 2,843

固定資産合計 43,138 42,989

繰延資産 15 13

資産合計 45,814 45,760

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,600 1,755

短期借入金 1,800 1,300

1年内返済予定の長期借入金 3,516 3,791

1年内償還予定の社債 340 260

未使用商品券等引当金 281 276

その他の引当金 43 56

その他 2,534 2,432

流動負債合計 10,116 9,873

固定負債

社債 375 360

長期借入金 7,542 7,774

再評価に係る繰延税金負債 3,998 3,998

退職給付引当金 327 335

その他 3,059 3,034

固定負債合計 15,304 15,503

負債合計 25,420 25,376

純資産の部

株主資本

資本金 9,937 9,937

資本剰余金 2,290 2,290
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利益剰余金 936 925

自己株式 △113 △113

株主資本合計 13,051 13,039

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14 15

土地再評価差額金 7,328 7,328

その他の包括利益累計額合計 7,343 7,343

純資産合計 20,394 20,383

負債純資産合計 45,814 45,760
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

売上高 6,159 5,888

売上原価 4,887 4,658

売上総利益 1,271 1,230

販売費及び一般管理費 1,167 1,181

営業利益 104 49

営業外収益

受取利息 1 0

持分法による投資利益 14 13

売場改装協力金 64 23

その他 5 5

営業外収益合計 86 43

営業外費用

支払利息 61 53

その他 26 32

営業外費用合計 87 85

経常利益 102 7

特別損失

固定資産除却損 39 14

その他 - 1

特別損失合計 39 15

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

62 △8

法人税等 2 2

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

60 △11

四半期純利益又は四半期純損失（△） 60 △11
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

60 △11

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 0

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 4 0

四半期包括利益 64 △10

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 64 △10

少数株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3百貨店業

不動産
賃貸業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,477 429 5,906 252 6,159 ― 6,159

セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 39 40 237 278 △278 ―

計 5,478 468 5,947 489 6,437 △278 6,159

セグメント利益又は損失(△) 46 152 199 △3 196 △92 104

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、清掃業及び友の会事業等

を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△92百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△92百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門における

費用等であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)3百貨店業

不動産
賃貸業

計

売上高

外部顧客への売上高 5,245 419 5,664 223 5,888 ― 5,888

セグメント間の内部
売上高又は振替高

2 35 38 156 195 △195 ―

計 5,248 455 5,703 380 6,084 △195 5,888

セグメント利益又は損失(△) 11 133 144 △13 131 △82 49

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業、清掃業及び友の会事業等

を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△82百万円には、セグメント間取引消去１百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△83百万円が含まれております。全社費用は、主に当社の管理部門における

費用等であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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